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名古屋市・愛知県に緊急要請 
 

１月３１日、社保協地域医療委員会と愛知

県医労連共同で、介護施設で利用者が感

染しても入院できず多数亡くなっている問

題で、「高齢者施設での感染者に必要な医

療の提供を求める」緊急要請書を名古屋市

と愛知県に提出、名古屋市健康福祉局と１

時間懇談を行いました。 
↑名古屋市のコロナ対策室・介護保険課から 5 人が対応 

 当日の懇談では、①名古屋市の入院適応となる「中等症２以上」の基準の見直しを求めました。

「中等症 2 以上」の基準により入院治療がされず、感染した高齢者が食事摂取できずに衰弱し亡くな

っています。②施設で療養といっても介護施設は治療ができる環境ではなく隔離も困難であること

から「留め置き」状態の改善を求めました。 

  市は、「医療資源には限りがあり軽症者や入院後初期治療が終わったら施設での療養をお願い

している。通常医療とコロナ医療の両立させるために。今年度になり愛知の病床フェーズが「２」、

607 床。昨年 6 波のときは緊急フェーズのとき病床は増え今よりも多かった。この時は一般医療も

制限した。病床全体、一般医療の制限をかけない、県も同様の考え。限られた病床を必要な方に使

っていくので軽症者は施設にこれまでもお願いした。今後5類となると、コロナ病床が増えることはな

い。既存の資源を有効に使って行きたい」。 

また、「臨時医療施設は県の指標の中で、最大確保 80％超過の利用率を超えたら臨時医療施設

の設置を定めている。県と調整しながら宿泊療養施設も市民が最大限入所できるように対応してい

く。市としては県と連携し臨時の医療施設など体制強化に取り組んでいく」との回答。 
  要請団からは、名古屋市内では、Ｒ4 年 7 月 1 日～Ｒ4 年 12 月 18 日の間に 1 施設あたり 10

名以上新型コロナ患者が発生した市内施設数は３０５件あり、内特別養護老人ホーム５０件、その他

の高齢者施設１５６件と２０６件で 7 割に上る。また、第 8 波の感染拡大で救急車が来ても搬送先が

すぐに見つからない困難事案が急増し、そのしわ寄せが高齢施設に大きく影響しています。第 8 波

では過去最大 1週間で 316件の搬送困難事例が発生しています。救急搬送されない「陽性者」が施

設内にとどまりクラスター発生の原因にもなる。いわば高齢者の治療・医療を受ける権利が阻害され

放置されているに等しい。緊急に改善が必要と求めました。 

さらに、③愛知県がコロナ専門病院を 3 月末で閉鎖することは入院先がない状況を鑑み責任放

棄であり中止するよう県に働きかけること、④県の介護職の応援派遣事業は感染拡大期には機能し

ておらず抜本的な支援対策・体制の確保、臨時医療施設の設置等を求めました。 

  市は、「入院基準について『中等症②』は SpO2：93％以下だが、入院が必要かの判断はそこだ

けではない。ただ、病床がひっ迫していると施設での療養をお願いせざるをえないことがある」と回答。

コロナ専門病院の閉鎖については、「医療体制は愛知県が所管。県の方針に従わざるをえない状況

だが、要請があったことは県に伝える」と応じました。 

介護保険課の主幹は「介護施設は生活の場であり、施設で療養といっても医療体制は十分ではな
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いのは理解できる。感染発生時の衛生用品や緊急時の人材確保費用などかかりまし経費の補助を

行っている」など、市としての対策内容を紹介しました。 

世間的にはコロナ終息に向けた世論が広まっており、一方でクラスター多発、高齢者死亡が増え

ています。世間の認識と現実のはざまで、家族の理解が得られず現場職員が苦しんでいます。対策

は緩めずに強化を、発信もしっかりしてほしい。5 類になった時の「医療現場」、行動制限のない中で

「感染」拡大が懸念されるがどのような事態にも対応できるよう、対策の抜本強化を求め、懇談を終

了しました。 

※出席は以下のみなさんです。 

名古屋市：健康福祉局高齢福祉部介護保険課長 竹中、（事業所指導）主幹 加藤純一、健康福祉

局コロナ症対策部（新型コロナウイルス感染症対策担当）主幹 米田善洋、蜂谷、（軽症者等の宿泊

療養施設担当）主幹 青木直人 

社保協：愛知社保協事務局長 小松民子、愛労連議長 西尾美沙子、愛知県医労連書記長 矢野彩

子、書記次長 池田幹人、名古屋市職労委員長 津田康裕 

 
愛知県にも当日同様の「要請書を」提出しましたが、以

下の回答にとどまっています。 

愛知県感染症対策課です。 

本日御持参いただいた要請書について、関連部署と協議の上

で、改めてご連絡さしあげるとお伝えしておりました。 

高齢者施設を管理している部署からは、 

・来年度以降の国の方針が明確に示されていない。 

・関係者のスケジュール調整及び場所の確保が困難である。 

との回答がありましたので、意見交換会は行わず、いただいた要請書について関係課において情報

共有をさせていただきます。 以上 

 

2023 年 2 月７日 革新県政の会 
  

2 月 5 日投開票の愛知県知事選挙で、革新県政の会も参加した「みんなで創る安心の未来」から

立候補した、尾形けいこ候補は、勝利できませんでしたが、健闘しました。 

 【選挙結果】 投票率 36.43％ 

尾形けいこ  251,263 票（得票率 11.68％） 

当 大村 秀章 1,452,648 票（得票率 67.53％） 

 今回の知事選挙は、6 人の候補者が乱立するなか、広範な市民と野党が共闘した尾形候補と、

現職の大村氏を支えるオール与党の対決の構図となりました。市民運動に参加する個人と革新県

政の会が尾形候補の選挙母体「みんなで創る安心の未来」を結成しました。尾形候補は、政党では

日本共産党と緑の党グリーンズジャパンが推薦、社民党と新社会党が支持し、れいわ新選組代表

山本太郎氏が個人推薦、団体では市民がつながる会・愛知 7 区、だらっと憲法カフェなどから推

薦を受け、原発ゼロ、設楽ダムの建設中止を求める会、老朽原発 40 年廃炉訴訟などに取り組む

多くの市民から支援が得られました。 

「みんなで創る安心の未来」は、SNS チームをつくり、ホームページ、ツイッター、フェイスブック、

インスタグラム、ティックトックのツールを活用して若者にも尾形候補の政策を伝え、行動を紹介

することにチャレンジしました。 

 革新県政の会は、コロナ禍や物価高から県民のいのち暮らしを第一にする県政の実現、軍拡と

大増税をすすめる岸田自公政権に審判を下す重要な選挙と位置づけました。尾形候補との懇談



を通じて、各団体の要求と現場の実態を知らせ、保育の定数改善、医療、ケア労働の処遇改善、教

師の確保、消費税減税、インボイス制度反対、憲法を生かした平和外交など知事選挙の重点政策

に押し上げました。また学習資料・動画、シールアンケートなどで知事選挙の意義や要求について

関心を高めることを重視して取り組んできました。 

尾形候補は「ストップ気候危機・ジェンダー平等・安心の未来」をスローガンに、「県民の明日の未

来に必要な政策は何か」を問い、「光熱費ゼロ住宅など脱炭素産業 NO１の県政を実現して雇用を

増やし、愛知の豊かな財政を医療、教育、子育ての充実に使う」「知事として政府に最賃引き上げ

をきっぱり要求する」の訴えや、「女性はすでに頑張っており、適正な評価で賃上げなど処遇の改

善を」の訴えは多くの労働者や県民の共感を広げました。この尾形候補の訴えは、県政のあり方に

一石を投じるものとなりました。 

 大村候補は、産業首都あいち、リニア大交流圏、ジブリパークを前面にアピールしました。連合愛

知と自民県連、公明、立憲民主、国民民主の推薦を受て〝圧勝〟という結果になりましたが、前回

の得票 177 万から 30 万票以上減らしました。 

 一方で、投票率は前回の 35.51％から微増という結果におわり、尾形候補の魅力を広範な県民

に伝える点で力不足だったことを指摘せざるを得ません。また、県民の政治不信がなお大きいこ

とも明らかになりました。 

 今回、「みんなで創る安心の未来」に参加して県知事選挙をたたかったことは、新たなつながり

と運動の発展の可能性を示したと考えます。革新県政の会は、今回の選挙で大きな要求となった

課題の実現をめざし、引き続き奮闘することを決意します。 

 

拡散してください！ 

 

2 月 8 日（水）全国代表者会議後、18 時より新署名スタート行動を

行います。全国で「軍事費の拡大より社会保障の拡充を」の声を大き

く広げていきましょう。 

【新署名】軍事費の拡大より社会保障の拡充を求める請願署名 

https://shahokyo.jp/20230208-2/ 

中央社保協 Twitter 告知を拡散ください 

（ https://twitter.com/chuo_shahokyo/status/1622463570687700992?s=2

0&t=InmCVTtdeQckB-O8N0CD2Q ） 

新署名スタート Twitter デモ＆街頭宣伝 

日時：2 月 8 日（水）18 時スタート   場所：新宿駅西口 

タグ：#軍事費の拡大より社会保障の拡充を、＃医療や介護など社会保障に係る国民負担を減ら

せ、＃大企業や富裕層の課税強化で格差と貧困をなくせ 
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